
主 催 関西大学 共 催 大阪府
※事情により、内容に変更が生じる場合がございますのでご了承ください。

10月6日・13日・20日・27日
Zoomによるオンラインライブ配信

18：30～19：30（60分）

毎週 水曜日

200名（先着順）
※お申込みが定員に達し次第
　締切らせていただきます。

※受講にはパソコン、スマートフォン等の端末およびインターネット環境が必要です。
※受講にかかる通信費等は、受講する方の負担となります。
※受講者側の接続環境の不具合に関しては、一切の責任を負いかねます。

13学部を擁する関西大学の講師陣が、多角的な視点から「おおさか」を読み解く、

今年で41年目を迎えた“おおさか文化セミナー”。

本学の学びとともに、歴史ある「関西」、独特の地域性を持つ「大阪」の豊かさに触れてみませんか？

時間

日程

形式

一般・社会人の方対象定員

2,000円（全4回分）
※申込完了後、申込住所宛に資料冊子を郵送いたします。

受講料9月23日（木）申込
締切

未来に備えるためのシミュレーションの活用のしかた 総合情報学部

村田 忠彦 教授10月27日第4回

大阪のまちと感染症との深いつながり 社会安全学部

高鳥毛 敏雄 教授10月20日第3回

繊細な性格とコロナ禍の心理学 文学部

串崎 真志 教授10月13日第2回

歴史資料が語る大阪における疫病と疫病対策 文学部

西本 昌弘 教授10月6日第1回

要申込

2021年度 関西大学おおさか文化セミナー 後 期

のその先－

コロナと歩む



※受講料はいかなる場合も返金いたしかねますので、開講日時等をご確認のうえ、お申込みくださいますようお願いいたします。
※受講料支払完了後、「Peatix」 よりお申込み詳細メールがご登録のメールアドレス宛に届きますので、ご確認ください。
※手話通訳が必要な方は、お申込み時にその旨をお知らせください。
※お申込み時にご記入いただいた個人情報は、受講者名簿の作成、各種講座のご案内の目的にのみ使用いたします。
※お申込みいただきました方には、今後2年間各種講座のご案内をお送りいたします。ご案内がご不要の方は、お申込み時にその旨をお知らせください。

〒564-8680 大阪府吹田市山手町3-3-35　TEL：06-6368-1032（平日 9時～17時）
MAIL：chiiki-mm@ml.kandai.jp　HP：https://www.kansai-u.ac.jp/renkei/chiiki/

社会連携部 地域連携センターお問合せ先

申込方法 ※インターネット申込のみとなります。

①インターネットで  関西大学地域連携センター を検索・アクセス
②トップページ中段の センターのイベント情報 より、 2021年度おおさか文化セミナー（後期） をクリック
③ページ内の 参加お申込みフォームはこちら より必要事項を入力・送信 上記QRコードからも

申込可能

チケット販売webサービス「Peatix」にて申込受付および受講料を徴収いたします。
初めて「Peatix」を利用される方は、アカウント登録が必要です。

※自然災害・感染症流行等の事情により、当日やむを得ず中止・延期となることがあります。開講状況については、関西大学地域連携センターHP内のイベント情報をご覧ください。※自然災害・感染症流行等の事情により、当日やむを得ず中止・延期となることがあります。開講状況については、関西大学地域連携センターHP内のイベント情報をご覧ください。

歴史資料が語る大阪における疫病と疫病対策
文学部

西本 昌弘 教授

10月6日
（水）

第1回
　新型コロナウイルス感染症の流行は100年ぶりに疫病の恐ろしさを実感させることになりました。しかし、日本の歴史
を振り返ると、古くから人々は何度も疫病に襲われ、多数の命を奪われながら、疫病と向き合ってきました。そうした資料
は多数残されています。関西大学の図書館や博物館に所蔵される資料をもとに、大阪における疫病流行と人々の疫病対
策を紹介し、先人の疫病との戦いについて考えてみたいと思います。

繊細な性格とコロナ禍の心理学
文学部

串崎 真志 教授

10月13日
（水）

第2回
　マスク同士の会話や、オンライン上でのやりとりなど、コロナ禍は、私たちのコミュニケーションを大きく変えました。
また、コロナ禍をどう感じるかは、個人差があります。この講演では「怒っている人が怖い」「人の顔色をうかがってしまう」
「匂いや音などに敏感」などの繊細な性格について解説し、コロナ禍における対処法を考えていきましょう。

大阪のまちと感染症との深いつながり
社会安全学部

高鳥毛 敏雄 教授

10月20日
（水）

第3回
　大阪では幕末に天然痘が流行、明治期にコレラが流行、全国初の公立感染症病院がつくられています。大正期に全国
初の公立結核療養所がつくられています。近年も、1996年に腸管出血性大腸菌O157の集団発生、2003年のSARS感
染者の来阪、そして2009年の新型インフルエンザは大阪から全国に拡がっています。結核罹患率は全国一高い状況にあ
ります。大阪は感染症と深い関係のあるまちです。

未来に備えるためのシミュレーションの活用のしかた
総合情報学部

村田 忠彦 教授

10月27日
（水）

第4回
　新型コロナウイルス感染症の蔓延により私たちの生活は大きな影響を受けています。講演者は、2020年7月から内閣
官房が開始したCOVID-19 AI・シミュレーションプロジェクトに参画し、シミュレーションによる新型コロナウイルス対策
の検討を行っています。本プロジェクトの取組みをご紹介すると共に、シミュレーションをどのように活用するべきかを解
説いたします。

のその先－
コロナと歩む


